
糧
問
剛
一

瞳

.12
-

広報

(10/26-県消防学校)

園児たちに遊びを通して火遊びの防止や

消防の仕事を知ってもらおうと10月26日、

「チビツ子防火大会」が県消防学校で聞かれ

ました。

参加したのは、市内の22幼稚園・保育所

(園)から約500人。隊員の腹話術による

「火遊び防止Jを誓ったあと、レスキュー隊

の訓練や一斉放水を見学しました。

このほか、消防車との綱引き、大型水鉄 ' 

砲、人間モグうたたきなどを楽しんだり 、

煙りの中を通る体験学習も行われ、会場は

元気な歓声が響いていました。

大村消防署管内の火災発生原因の第4位が

「子どもの火遊び」です。火遊びは絶対にや

めましょう。
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第
お
固
お
お
む
ら
祭
り

億

ε

第
お
回
目
を
迎
え
た
「
お
お
む
ら
祭
り
」
日
月
2
日
の
前
夜
祭
、

3
日
の

本
祭
り
と
2
日
間
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

前
夜
祭
は
、
市
民
会
館
で
悦
ミ
ス
大
村
の
選
彰
式
や
職
場
対
抗
歌
合
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

3
日
の
本
祭
り
に
は
、
お
団
体
約
1
、
6
0
0
人
が
参
加
。
大
村
部
隊
音

楽
隊
を
先
頭
に
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
子
供
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ

l
ズ
、
民
踊
・

日
舞
道
行
、
ミ
ス
大
村
、
歴
史
上
の
偉
人
を
演
じ
た
時
代
行
列
、
伝
統
芸

能
で
は
、
沖
田
踊
、
獅
子
舞
、
こ
の
ほ
か
勇
壮
な
樽
み
こ
し
が
次
々
に
鶴

亀
橋
を
出
発
、
沿
道
の
さ
か
ん
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
祭
り
会
場
(
三
城

小
グ
ラ
ン
ド
)
ま
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。

会
場
は
祭
一
色
、
向
陽
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
カ
ー
ニ
バ
ル
も
披
露

さ
れ
、
多
彩
な
催
し
に
訪
れ
た
チ
ピ
ッ
子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
満
足
げ

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

V子供バトントワラーズ
PL大村MBAの皆さんによる躍動感
のあふれる踊りが披露されました。

....向陽高校ブラスパンド
お祭り広場は向陽高校のブラスパ
ンドの演奏からスター卜しました。

平成 6年12月号広報おおむら

企ひょっとこ踊りも銀露
独特な踊りに観客は大爆笑

企樽みこし
子供から大人まで10団体総勢約500人が参加。
勇壮なみこしが披露されました。

、、

企職場対抗歌合戦
同僚や家族などの声援に応え熱唱/
優勝は、陸上自衛隊大村部隊の皆さんでした。

;--~一一;- -- ~-
与て四』呼問、』吋~ーー申-~画匝司血J唱

二一a舗.-日 日、吋

hv
カ
ー
ニ
バ
ル

ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気
の
的
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

企ときわ仲良し太鼓
前夜祭を盛り上げたときわ保育園
のかわいい子ども太鼓

....三城子ども太鼓
三城地域の子どもたちが出演。
息もピツタリです。
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惨
皆良あミ
さくでス
んおや大

似力、村
合たパ

L¥j，辰ヤ
のりム
'94そド
ミで
ス姿
のが

V大村直澄公入郡1，000年記念
時代行列

大村純忠など歴史上の偉人たち
が勢ぞろい
皆さんなかなかお似合いです

._ .~ -，明ι 心

企沖田踊
県指定無形民俗文化財の
「沖田踊j

別名「なぎなた踊り」といわ
れています。

4
日
舞
道
行

藤
間
流
紅
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
優

雅
な
舞
。

4
獅
子
舞

大
村
獅
子
舞
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
親
獅
子
、

子
獅
子
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

V民踊道行
祭りに欠かせない民踊。連合婦人会、民踊協会、民踊
愛好会、農協婦人部の総勢350人が参加しました。
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の桜
こイ吏 、'94
の宣行ミミ
コカ宝スス
ン決花大
テま菖村
スり蒲
トまのミ
は し 3 ス
、た人お

市 O の お
美む

商女ら

秋の叙勲

=大村から 5人が受章=

平成 6年秋の叙勲の受章者が発表され、

大村からは次の 5人の方が栄えある章を

美の使節 3人決まる
=市のイメージアップに頑張ります=

工
会
議
所
、
観
光
協
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
今
回
で

M
回
目
。

ミ
ス
大
村
に
は
野
口
育
乃
さ
ん

(
三
城
町
・
幻
歳
・
県
運
転
免
許

受けられました。

おめでとうございます。

@勲四等瑞宝章

寺才元友良さん (武部町・ 76歳)

元福岡地方検察庁会計課長

試
験
場
勤
務
)
、
ミ
ス
お
お
む
ら

桜
に
は
演
口
美
穂
さ
ん
(
今
津
町
・

四
歳
・
海
上
自
衛
官
)
、
ミ
ス
花

菖
蒲
に
は
宮
本
洋
子
さ
ん
(
木
場

1
丁
目
・
お
歳
・
市
役
所
勤
務
)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
1
年
間
、
大
村
市
の
代
表

と
し
て
、
公
式
行
事
に
花
を
添
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。

表
彰
式
は
日
月
2
日
、
市
民
会

館
で
の
お
お
む
ら
祭
り
前
夜
祭
で

行
わ
れ
、
翌
3
日
の
本
祭
り
で
は

街
頭
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
あ
で
や
か

な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の

1
年
間
、
市
の
発

展
・

P
R
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
た

幻
ミ
ス
大
村
の
山
田
史
子
さ
ん
、

ミ
ス
お
お
む
ら
桜
の
田
代
恵
理
子

さ
ん
、
ミ
ス
花
菖
蒲
の
佐
藤
綾
子

さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

@勲五等瑞宝章

松尾政秋さん (玖島 3丁目 .74歳)

元福岡入国管理事務所警備課長

宮田伸也さん(桜馬場 1丁目・ 70歳)

元特定郵便局長

@勲六等瑞宝章

古市明さん (鬼橋町・ 61歳)

元三等海尉

松浦貞夫さん (協和町・ 61歳)

元三等陸尉

秋の褒章に大塚さん

秋の褒章の受章が発表され、大村から

大塚さんが受章されました。

おめでとうございます。

教育功労者

~(9個人ー 1 圃体金環喜多
@黄綬褒章

大塚幸人さん (坂口町.61歳)

会社社長

教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
を

表
彰
し
た
「
教
育
功
労
者
表
彰
式
」

(日

/

2
・
市
役
所
)

李主義6~.度対村教育効労者姦金銭 ¥ 

k 

市
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
方
に
贈
る

「教
育
功
労

者
表
彰
式
」
が
日
月
2
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
上
回
教
育
委
員
会

委
員
長
か
ら
、
日
個
人
・

1
団
体

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

石
橋
正
夫
さ
ん
(
久
原
1
丁
目
)

が
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
「
栄
え

あ
る
栄
誉
を
賜
り
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
栄
誉
に

報
い
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
口

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。

(
敬
称
略
)

4 -

〔
一
般
表
彰
】

V
中
村
幸
悪

多
年
に
わ
た
り
茶
道
を
と
お
し

て
地
域
文
化
の
向
上
に
尽
力

〔
永
年
勤
替

V
浦
田
昭
義
V
真
鍋
均
V
氏
福
治

昭
V
米
山
邦
輔
V
上
田
和
行
V
徳

田
修
二

H
教
職
員

V
佐
々
木
繁
一

H
少
年
補
導
委
員

V
石
橋
正
夫

H
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

V
高
以
良
康
雄

H
図
書
館
協
議
会
委
員

V
中
尾
博
一

日
史
料
館
運
営
委
員
会
委
員

V
牛
嶋
知
孝
V
前
回
征
一
郎
V
森

忠
義

リ
体
育
指
導
委
員

〔
篤
志
寄
包

V
拍
方
典
子

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に
多
額
の

浄
財
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
富
永
秀
男

市
立
図
書
館
へ
図
書
等
整
備
費

と
し
て
多
額
の
浄
財
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

V
大
村
小
学
校
創
立
1
2
0
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会

黒
門
へ
通
じ
る
道
の
建
設
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
整
備
を
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

4 



※水の 1日平均使用量 24.000 トン ~ 25 ， 000 トン

(水源…地下水75%・表流水25%)

現在長崎県内において、制限給水などを行っ

ているところがあります。幸い本市は、主な水

源として地下水に依存していますので、この異

常渇水の年においてもどうにか通常の送水がで

きる見通しでありますが、地下水も限りある水

源でありますので、なお一層の節水のご協力を

お願いします。 (水道部)

異苦言渇水@ため節水にど協力をf

現
在
の
萱
瀬
ダ
ム
は
、
昭
和
ロ
年
の
諌
早
大
水
害
を
契
機
に
、
治
水
と
水
源

確
保
を
兼
ね
て
昭
和
幻
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
水
需
要
の
増
大
と
治
水
機
能
を
高
め
る
た
め
、
ダ
ム
か
さ
上
げ
工
事

を
す
る
こ
と
に
な
り
日
月
4
日
、
萱
瀬
ダ
ム
建
設
現
場
で
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

237，874トン

81.234トン現在

萱瀬ダムかさ上げ工事始まる

400，000トン

ム
を
建
設
す
る
か
、
今
あ
る
萱
瀬

ダ
ム
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
、
地
形
や
地
質
の
調
査
の

結
果
、
既
設
ダ
ム
を
か
さ
上
げ
す

る
こ
と
で
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
で
は
、
治
水
の
機

能
が
高
ま
る
だ
け
で
な
く
水
資
源

の
安
定
供
給
に
も
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
水
道
水
の
供
給
に
つ
い
て

は
長
崎
市
だ
け
で
な
く
、
大
村
市

に
も
日
量
1
5
、
0
0
0
ト

ン
が
供

給
さ
れ
る
見
込
み
で
、
県
内
最
大

規
模
の
多
目
的
ダ
ム
と
な
り
ま
す
。

安
全
祈
願
祭
に
は
、
清
浦
副
知

事
を
は
じ
め
吉
住
県
議
会
議
長
、

甲
斐
田
大
村
市
長
、
本
島
長
崎
市

長
、
地
元
関
係
者
な
ど

1
5
0
人

が
出
席
、
神
事
な
ど
で
工
事
中
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

工
事
費
は
約
お
億
円
で
、
国
・

県
と
長
崎
・
大
村
両
市
が
負
担
。

平
成
叩
年
度
末
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
の
大
き
な
役
割
の
1
つ
に

洪
水
調
節
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

下
流
へ

一
度
に
大
量
の
水
が
流
れ

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
ダ

ム
で
調
節
す
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨
が
発

生
し
た
場
合
、
現
在
の
萱
瀬
ダ
ム

の
容
量
で
は
、
洪
水
を
調
節
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
下
流
域
に
住
む
人
々

の
安
全
を
守
る
た
め
、
新
し
い
ダ

県内最大規模の多目的ダムに

休憩施設が設置された鈴田峠パーキング

本パーキングは、建設省

における長崎管内の直轄道

路の中で初の無料休憩施設

で、佐賀-長崎間の長トリ ッ

プの休憩施設として設置さ

れました。(位置的にも長崎

管内の中間にあたる大村市

中里町に設置)。

また、休憩所として利用

できる施設 (ベンチ、あづま屋、水飲み場、トイレなど)を設

けており、身体障害者にも配慮された構造とな っています。

駐車スペースは、大型車 3台、乗用車15台の駐車が可能

ですO

鈴田峠パーキングがオープン

ちょっと休憩してみませんか/

竺
工事期間中の安全を願って、くわ入れを行う

甲斐田市長(左)ら (11/4・黒木町)

平成 6年12月号広報おおむら
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カメラ

スポット

企趣向を凝らした市民音楽祭
(10/23.市民会館)

市音楽団体協議会主催の「市民音楽祭」が10月
23日、市民会館で聞かれました。

恒例の市民音楽祭も35回目。今回はファミリ一

部門が設けられ、 2家族が出演しました。

まTこ、コーラスでは「コールあじさいJが初出

演。今年の県新人演奏会出演者によるピアノ独奏

や西中吹奏楽部のステージドリルの演奏も披露

されました。

訪れた観客らも、バラエティあふれる音楽祭を

熱心に鑑賞しました。

J 俊道...;: ~'I 

a明るい活力ある高齢化社会を
(11/10・市民会館)

高齢化社会の福祉を考えようという「大村

市老人福祉大会」が11月10日、市民会館で行

われました。

会場には、市内の92老人クラブの会員など、

約900人が参加。長年役員を続けている人への

功労表彰や体験発表、禅心寺監事・金子真介

さんを講師に「生と死をみつめる」と題して

講演の後、各地区の老人会による民踊や詩舞

などが披露されました。

平成 6年12月号

V
創
造
力
あ
ふ
れ
た
作
品
ガ

ス
ラ
リ
/

(叩
/
初
・
三
城
小
学
校
)

壁
画
、
創
作
を
通
じ
て
劃
造
力

や
協
調
心
を
養
い
、
子
ど
も
会
の

文
化
活
動
の
活
発
化
を
図
ろ
う
と

い
う
「
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び
創

作
活
動
大
会
」
が
叩
月
初
日
、
三
城

小
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
子
ど
も
会
か
ら
壁
画
に

勾
チ
ー
ム
、
創
作
に

5
チ
ー
ム
が

参
加
。
壁
画
は
小
・
中
学
生

6
人

が
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
地
元
の
郷

土
芸
能
や
運
動
会
、
廃
品
回
収
な

ど
を
描
写
。
創
作
活
動
は
廃
材
・

廃
品
を
利
用
し
た
ア
イ
デ
ア
み
こ

し
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
完
成
後
は
、

商
庖
街
を
パ
レ
ー
ド
し
て
自
慢
の

作
品
を
市
民
に
披
露
し
ま
し
た
。

壁
画
の
部
は
、
大
多
武
子
ど
も

会
、
創
作
活
動
の
部
は
岩
松
子
ど

も
会

B
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

広報おおむら

(10/26.大村公園)

九
電
工
大
村
営
業
所

(井
手
田
一
語
一
所
長
)

は
叩
月
お
目
、
玖
島
城
石
垣
の
除
草
と
大
村

駅
か
ら
松
並

1
丁
目
ま
で
の
信
号
機
の
清
掃

奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

同
所
の
「
さ
わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
旬
間
」

の
一
環
と
し
て
、
早
朝
か
ら
所
員
約
叩
人
が

高
所
作
業
車
な
ど
を
使
い
玖
島
城
の
石
垣
を

除
草
。
見
る
見
る
う
ち
刈
り
取
ら
れ
ス
ツ
+
十

リ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
旬
間
も
今
年
で

4
回
目
を
迎
え
、
こ

れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
諸
活
動
は
、
各
方
面
か

ら
「
地
域
に
根
ざ
し
た
行
事
」
と
し
て
好
評

に
な
っ
て
い
ま
す
。

企玖島城の石垣もスッキリ/

i読書感想発表大会
~熱弁を13\るった

小学生23人
(11/3.中地区公民館)

児童読書感想発表大会が11
月3日、中地区公民館で行わ

れ、市内の各小学校の代表23
人が熱弁を振るいました。

この結果、低学年の部で

“fぼくの7こからものjを読ん

で"の岩永佳菜子さん (三浦小.2年)、高学年の部で“『注文の多い料

理屈jを読んで"の入江由佳さん (富の原小.6年)の2人が、市代表と

して県大会 (12月4日、県立図書館)に出場することになりました。

正}

』

v
多
良
山
系
の
自
然
を
満
喫
/

(叩
/
叩
・
多
良
山
系
)

山
登
り
を
通
し
て
大
村
の
自
然
・
多
良
山

系
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
よ
り
多
く
の
人
々

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
叩
月
初
日
、
「
多
良
火

山
火
口
壁
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
l
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

晴
れ
わ
た
っ
た
秋
空
の
中
、
市
内
外
か
ら

約

1
0
0人
が
参
加
し
、
多

良

岳

コ

ス
、

五
家
原
岳
コ
ー
ス
、
経
ケ
岳
コ
ス
、
五
家

原
岳
・
経
ケ
岳
コ
ー
ス
と

4
つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
登
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
秋
の
多
良
山
系
を
満
喫
し
な

が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

の皆さん八
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平
成
6
年
中
の
田
畑
作
付
面
積
等
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
調
査
は
、
平
成
6
年
分
の

農
業
所
得
の
算
出
に
必
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
正
確
に
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い

D

な
お
、
前
年
度
分
を
収
支
計
算

に
て
申
告
さ
れ
た
人
に
は
送
付
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

c， 

提
出
期
限
ロ
月
日
日
幽

提
出
先
税
務
課
ま
た
は
各
出
張

所受
付
時
間
午
前
8
時
初
分
j
午

後
4
時
却
分

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

各出張所での受付日程

期 日 場 所

12月6日ω三浦 ・鈴田出張所

7日(刻 竹松出張所

8日(木)西大村・萱瀬出張所 i

9日栓)福重・松原出張所

第5回ぼ-/3，らフエスティJVし
12月4日(日)、午前9時から(雨天決行)

場所 大村市農協グランド周辺

催し ・農林畜水産物即売

-かぼちゃ重量 コンテスト

.長縄とび大会

・収穫体験コーナー

-もちつき大会・バザーほか

ι 

平
成
7
年
度
市
立
幼
稚
園

置
眠
痴
を
追
加
募
集

対
象
平
成
元
年
4
月
2
日
j
平

成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
は
、
平
成
2
年

4

月
2
日
j
3
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
幼
児
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

申
込
方
法
各
幼
稚
園
に
あ
る
願

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
ロ
月
1
日
肘
j

M
日

長
崎
県
U
タ
ー
ン

合
同
企
業
説
明
会

日
時
平
成
7
年
1
月
5
日
閥
、

午
後
1
時
j
4
時
(
午
後
零
時
初

分
か
ら
受
付
開
始
)

場
所

寿
会
館
(
佐
世
保
市
福
石

町
初
番
目
号
)

対
象
者

U
タ
ー
ン
し
て
地
元
企

業
へ
の
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る

人
な
ど

参
加
企
業
日
社
(
予
定
)

主
催
・
問
い
合
わ
せ

県
労
働
部
職
業
安
定
課
(
宮

0

9
5
8
@
1
1
1
1
)
 

'94 
ク

コリ
ンス
サ マ
lス
ト

日
時
ロ
月
げ
日
出
、
午
後
6
時

ω分
j
8
時
叩
分

場
所
市
民
会
館

却問
い
合
わ
せ
各
幼
稚
園
ま
た
は

教
育
委
員
会
庶
務
課

幼稚園名 電話

ニ 浦 @ 1550 
鈴田 @ 1551 
大村 @ 2549 
二 城 @ 6050 
西大村 @ 4502 
中央 @ 4228 
竹松 o 8301 
福重 o 8741 
松原 o 8721 
放虎原 @ 3564 

内
容

1
部
H
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
ほ
か
、

2
部
H
グ
ル
ー
プ
サ
ウ

ン
ズ
・
ヒ
ッ
ト
メ
ド
レ
ー
、
イ
ン

ト
ロ
当
て
ク
イ
ズ
ほ
か

演
奏
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽

隊入
場
料
無
料
(
先
着
4
0
0
人

ま
で
)

問
い
合
わ
せ
海
上
自
衛
隊
第
辺

航
空
群
司
令
部
広
報
室
(
宮
@
3

1
3
1
)
 

三
彩
の
里
作
陶
展

テ
ャ
リ
テ
イ
山
内
錨

τル

期
間
ロ
月
2
日
幽
j
4
日間同

時
間
午
前
叩
時
j

午
後
5
時
初
分

場
所
諌
早
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
販
売
コ
ー
ナ
ー

※
収
益
金
の
一
部
は
、

N
H
K
歳

末
助
け
合
い
運
動
に
寄
付
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
身
体
障
害
者
授
産

施
設
三
彩
の
里
(
宮
@
8
8
3
3
)
7 -



国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
お
済
み
で
す
か
?

年
金
は
自
分
の
も
の
で
す
H

国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い
な
い
す
べ
て
の
人

が
、
将
来
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

に
よ
り
安
心
し
て
老
後
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
世
代
と

世
代
が
お
互
い
に
協
力
し
て
助
け

合
う
制
度
で
す
口

加
入
(
納
付
)
期
間
は

却
歳
か
ら

ω歳
ま
で
H
H

加
入
し
て
い
る
だ
け
で
は
年
金

は
自
分
の
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

初
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の

ω年
間

の
加
入
期
間
の
う
ち
、
最
低
お
年

間
は
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
、

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

キ
チ
ン
と
納
め
て

シ
ッ
カ
リ
受
給
グ

加
入
期
間
の

3
分
の

2
以
上
の

期
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

も
し
障
害
に
な
っ
た
り
、
ご
主
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

(11/2 .市役所)

県国民年金課のキャンぺーンカ- I S Lね

んきん号」が大村に到着。煙りを吐きなが

ら走り、市民に国民年金制度の重要性を P

Rしました O

納
め
る
の
が
困
難
な

と
き
は
免
除
制
度
を
グ

所
得
が
い
も
じ
る
し
く
少
な
い

と
き
や
、
災
害
な
ど
特
別
な
理
由

が
あ
る
と
き
は
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と
な

り
ま
す
が
、
年
金
額
を
算
定
す
る

と
き
は
3
分
の
l
し
か
も
ら
え
ま

せ
ん
口
後
に
な
っ
て
ゆ
と
り
が
で

き
た
と
き
に
、
日
年
以
内
の
期
間

に
つ
い
て
追
納
で
き
ま
す
。

納
め
た
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
と
し
て
控
除
さ
れ
ま
す
グ

そ
の
年
内
に
納
め
た
国
民
年
金

保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

と
し
て
課
税
対
象
の
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
の
で
、
大
変
有
利

に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
キ
チ
ン
と
納
め
て
年

金
を
シ

ッ
カ
リ
受
給
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
年
金

r
h
h
 

rパ
l

相手の立場考えてますか
人権週間 12月4日""10日

人権とは、人聞が人として本来もっている権利で、すべ

ての人が等しく幸せな生活を営むための基本的な権利です。

私たちは、だれもが幸福で生きがいのある生活をしたい

と願っています。そのためには、自分の権利ばかりを主張

するのではなく、他人の権利を尊重し、お互いに相手の立

場を考えて、豊かな人間関係をっくりましょう 。

を開設します

理由なく無理を強いられたり、人権を無視されている人、

また、土地、家屋、戸籍、登記、相続、その他のことでお

悩みの人は、お気軽にご相談ください。

費用は無料で、秘密は守られます。

日時 12月 1日(木)、午前10時~午後3時

場所市役所大会議室

相談員 人権擁護委員、法務局職員

※定例相談は、毎月第 1木曜日(午前10時~午後 3時)に、

市役所市民相談室で、行っています。

人権擁護委員(敬称略)

石橋正夫 (ft@6 0 9 4 ) 
口木常贋 (ft@0 8 0 7 ) 
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「特設人権相談所」

錦戸貞子 (ft@0 1 9 7 ) 

奇本康子(宮(3275)

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
ヘ

入
院
中
の
食
事
代
に
つ
い
て
の
標
準
負
担
額
減
額

認
定
の
手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
、

9
月
に
か
か
っ
た
医

療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
6
年
叩
月
1
日
か
ら
、
入

院
中
の
食
事
代

(
1
日
6
0
0円
)

を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

に
つ
い
て
は
、
減
額
認
定
の
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
と

1
日
4
5
0
円

に
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
入
院
日
数
が
卯
日
を
超

え
ま
す
と
さ
ら
に
減
額
さ
れ
、

1

日
3
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
で
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
人

は、

1
日
2
0
0
円
と
な
り
ま
す
口

該
当
さ
れ
る
人
は
、
市
役
所
保

険
年
金
課
お
よ
び
福
祉
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

〔
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う



第
"
の
回

市
展
入
賞
者
決
ま
る

2
6
9
点
も
の
力
作
が
展
示
さ
れ

た
市
美
術
展
(
叫
/
6
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

平成 6年12月号

美
術
の
秋
を
迎
え
、
第
弘
田
市

展
(
日
月
1
日
j
6
日
)
に
は
、

2
6
9点
の
力
作
が
出
品
さ
れ
、

市
民
多
数
の
参
観
を
得
て
盛
会
の

ラ
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

・
大
村
市
長
賞

洋
画
H
山
浦
日
出
夫

日
本
画
H
祐
野
佐
志
郎

書
日
岩
谷
亮
子

写
真
H
宮
崎
雅
彦

彫
型
工
芸
H
畠
田
武

デ
ザ
イ
ン
H
土
橋
喬
子

広報おおむら

-
市
議
会
議
長
賞

洋
画
リ
中
村
シ
ズ
子

日
本
画
H
姫
松
吉
郎

・
教
育
委
員
会
賞

書

u
堀
恭
嘉

写
真
H
田
中
時
雄

・
文
化
協
会
賞

彫
塑
工
芸
リ
神
田
美
恵
子

デ
ザ
イ
ン
リ
橋
本
祐
子

-
美
術
協
会
賞

洋
画
H
篠
原
真
紀

日
本
画
H
川
副
篤
一

書
H
坂
根
毅

写
真
H

田
口
孝

彫
塑
工
芸
H
田
中
健
一

デ
ザ
イ
ン
リ
樋
口
章

・
奨
励
賞

洋
画
H
早
瀬
潤
一
、
小
演
孝
子
、

吉
冨
祥
三
、
橋
本
め
ぐ
み

日
本
画
H
吉
松
咲
子
、
藤
浪
契
子

書
H
竹
下
ス
ナ
エ
、
池
田
順
子
、

市
村
幸
子
、
岩
尾
徳
子
、
本
多
揚

子
、
森
永
滋
子
、
勝
盛
光
子

写
真
H
渡
海
政
利
、
太
田
武
義
、

橋
口
ミ
ド
リ
、
安
永
敦
子
、
山
口

ス
ミ
子
、
大
坂
白
人
、
蓑
輪
春
義
、

永
野
ト
シ
ヱ
、
峯
力
、
橋
口
昌
子
、

成
瀬
ヒ
ツ
ヨ
、
松
本
淳
、
野
本
博

一一
一

彫
塑
工
芸
H

原
口
ハ
ル
エ

悪
質
業
者
は

あ
な
た
の
ス
キ
を
狙
っ
て
い
る

巧
妙
な
手
口
で
誘
い
を
か
け
、

大
切
な
お
金
を
だ
ま
し
と
る
の
が

「
悪
質
商
法
」
で
す
。

最
近
は
、
も
の
の
豊
か
さ
よ
り

心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
に
な
っ

て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
口

悪
質
商
法
も
投
機
的
な
取
り
引

き
、
例
え
ば
、
財
テ
ク
を
目
的
と

し
た
商
品
先
物
取
引
商
法
や
証
券

取
引
商
法
の
よ
う
な
も
の
だ
け
で

な
く
、
心
の
や
す
ら
ぎ
を
狙
っ
た

商
法
が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
つ

て
は
い
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
そ

の
n

自
負
心
u

が
、
実
は
心
に
ス

キ
を
つ
く
る
原
因
に
な
ら
な
い
と

限
り
ま
せ
ん
。

年
々
、
そ
の
手
口
が
巧
妙
に
な
っ

て
い
る
悪
質
商
法
。
こ
の
魔
の
手

か
ら
守
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
悪

質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
最
低
限
知
っ
て
お
き
た
い
三
原

則
を
紹
介
し
ま
す
口

易
認
だ
日
匂

憾
。
き
切
冒
お
う
い
留
ま
也
ゐ

悪
質
業
者
は
、
わ
た
し
た
ち
に

考
え
る
時
間
を
与
え
ず
に
契
約
に

も
ち
こ
も
う
と
し
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
心
の
ス
キ
を
狙
い
、
あ
な

た
を
だ
ま
そ
う
と
甘
い
言
葉
や
巧

み
な
話
術
で
自
分
の
べ

l
ス
に
徐
々

に
引
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
悪
質
業
者
が
よ
く
使
う
手
口

の
一
つ
で
す
口

う
ま
い
口
車
に
乗
せ
ら
れ
な
い

た
め
に
は
、
「
い
ら
な
い
も
の
は

い
ら
な
い
」
と
は
っ
き
り
断
る
勇

気
が
大
切
で
す
。
「
結
構
で
す
」

な
ど
と
い
う
中
途
半
端
な
返
事
は

禁
物
で
す
。

ま
た
、

「
い
っ
た
ん
契
約
(
申

し
込
み
)
を
解
約
し
た
い
」
そ
ん

な
と
き
の
た
め
に
、
「
ク
l
リ
ン

グ
・
オ
フ
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
契
約
(
申
し
込

み
)
し
た
あ
と
で
も
、
契
約
書
な

ど
を
受
領
し
た
日
か
ら
8
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
(
申

し
込
み
)
を
解
消
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

L
9
己
い
な
そ
ん
な
掴
手
は

1
1
9香

「
い
ら
な
い
」
と
断
わ
っ

向
に
滞
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ

悪
質
業
者
は
し
つ
こ
く
勧
誘
し

ま
す
の
で
、
つ
い
根
負
け
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
こ
の
ま
ま
話
を
聞
い
て
し
ま
っ

て
は
相
手
の
思
う
つ
ぼ
で
す
口
ど

う
し
て
も
帰
ろ
う
と
し
な
い
場
合

は
、
迷
わ
ず
に
、
最
寄
り
の
警
察

署
か
1
1
0番
に
電
話
し
ま
し
ょ

、っ。

退
。
た
ら

-
人
で
噛
ま
ず
ま
ず
相
談

業
者
の
説
明
を
開
い
て
い
る

れ
ば
よ
い
か
踏
ん
で
ま
す
。

悪
質
業
者
は
、
人
を
だ
ま
す
プ

ロ
で
す
口
あ
な
た
の
財
産
を
し
ぼ

り
取
ろ
う
と
狙
っ
て
い
ま
す
。
た

と
え
そ
の
場
で
い
い
と
思
っ
た
も

の
で
も
、
少
し
時
間
を
お
い
て
考

え
直
し
て
み
る
と
、
自
分
を
見
失
っ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
も
の
で
す
。

十
分
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
悩
む
よ
う

で
し
た
ら
、

一
人
で
は
決
め
ず
に
、

第
三
者
な
ど
に
相
談
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

泊
費
者

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
長
崎
市
大
黒
町
2
0
9
5
8⑫
2
7
8
1
)

ま
た
は
、
市
商
工
観
光
課
、
警
察
署
窓
口
ヘ

は

-9 -
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子
ど
も
た
ち
に

防
火
意
識
を

市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
所
(
園
)

の
園
児
な
ど
に
、
腹
話
術
を
活
か

し
な
が
ら
、
火
遊
び
の
防
止
や
防

火
の
知
識
な
ど
を
楽
し
く
教
え
て

い
る
原
田
さ
ん
は
、
大
村
消
防
署

に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

腹
話
術
は
、
小
浜
消
防
署
愛
野

分
署
に
勤
務
し
て
い
る
と
き
、
講

習
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
。

そ
の
後
、
上
司
か
ら
の
勧
め
も

あ
り
腹
話
術
を
活
か
し
な
が
ら
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
保
育
所
の
避
難
訓
練
が
あ
り
、

初
め
て
腹
話
術
を
実
演
し
た
と
き

は
あ
が

っ
て
し
ま
い
、
台
本
ど
お

り
で
き
な
く
な
っ
て
困
っ
た
」
と

話
さ
れ
た
原
因
さ
ん
。

H
腹
話
術
リ

原

田

慎

一

郎

さ

ん

(大
村
消
防
署
勤
務
・
お
歳
)

「
吟
士
権
者
」
の

最
高
賞
を
受
賞

9
月
間
日
に
行
わ
れ
た
「
第
M

回
太
宰
府
天
満
宮
杯
吟
詠
剣
詩
舞

大
会
」
幼
少
年
の
部
で
、
「
吟
士

権
者
」
と
い
う
最
高
の
成
績
を
お

さ
め
ら
れ
た
演
村
裕
子
さ
ん
は
鈴

田
小
学
校
の

5
年
生
で
す
。

詩
吟
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

3
年
生
の
時
、
鈴
田
住
民
セ
ン
タ
ー

で
友
達
が
習
っ
て
い
た
の
で
、
誘

わ
れ
た
の
が
始
ま
り
。

「最
初
は
自
分
に
も
で
き
る
の

か
な
あ
」
と
不
安
だ
っ
た
と
の
こ

と。

11 

幼
少
年
の
部

¥ 詩
ぺ吟

11 

演

村

裕

子

さ

ん

(岩
松
町
・
叩
歳
)

そ
の
後
、
毎
週
土
曜
日
、
午
後

l
時
か
ら
の
練
習
は
休
ま
ず
参
茄

し
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
が
実
り
、

4
年
生

J7苛ド，ν

、 \----，~，

， 白、 f Yえ

JJ1J，Li /22jJ49 
尚人くん (寿吉町)

年234E2
と乗ったりして長212之さん
ひ芯?ZZTFので風邪など、

ぞれ ]¥t::) .""7-j円ててほしいです。

てくだよね了旬、bも弟を可愛がつ
•• (母・博美きん)

中野

ま

井手さん家族(黒木町)

し家族

私
の
家
族
は

7
人
家
族
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
朝
早
く
か

ら
わ
さ
び
畑
に
で
か
け
ま
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
畑
の
草
取
り
に

い
つ
も
い
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
腰
を
い
た
め
病

院
が
よ
い
で
、
今
仕
事
を
休
ん
で

い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
会
社
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
3
人
は
い
つ
も
け
ん
か

ば
か
り
し
て
い
ま
す
が
、

:
:
:
仲

良
し
で
す
口
3
人
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
も
や
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
家
族
は
、
い
つ
も
に
ぎ

や
か
で
す
。
そ
ん
な
家
族
が
私
は

大
好
き
で
す
口

(
と
も
子
)

なかよ

か右
おか
りら
さ
んク
(13)ニ
、さ

沙ん
江 (69)

t~ 
之ぎ
(9 )ん

J同
子と
さも
ん 子
(40)さ

ん

量的
さ
ん
か2)

人
形
が
話
す
と
き
は
、
唇
を
動

か
さ
ず
人
形
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る

よ
う
に
見
せ
る
の
が
、
話
術
の
コ

ツ
と
言
わ
れ
ま
す
。
片
手
で
人
形

を
使
い
な
が
ら
口
と
目
と
体
も
動

か
す
作
業
は
、
な
か
な
か
難
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
口

県
下
消
防
職
員
意
見
発
表
会
で

腹
話
術
を
活
か
し
た
活
動
体
験
を

発
表
さ
れ
て
、
最
優
麦
員
を
受
賞
。

九
州
大
会
で
は
奨
励
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
口

「今
後
も
腹
話
術
を
活
か
し
な
が

ら
、
防
火
意
識
を
図
り
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

の
時
は
、
早
く
も
県
大
会
に
入
賞
。

5
年
生
で
は
優
勝
と
い
う
好
成
績

を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

「詩
吟
の
お
か
げ
で
、
学
校
で

も
前
と
比
べ
る
と
よ
く
手
を
挙
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
の
前

で
話
す
自
信
が
つ
い
た
」
と
話
す

演
村
さ
ん
。

「人

一
倍
や
る
気
が
あ
り
、
活
発

で
評
判
の
よ
い
子
供
で
す
。
こ
れ

を
機
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

指
導
者
の
先
生
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
大
き
な
大
会
に
挑
戦
し

て
み
た
い
そ
う
で
す
口

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す

D

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

( ) 

華
粧
会
(
押
し
花
)
、
こ
の
会

が
発
足
し
て
か
ら
早
凶
年
を
迎
え

ま
す
。

講
師
の
先
生
は
諌
早
か
ら
き
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
先
生
は
、

祝
電
・
弔
電
の
電
報
の
押
し
花
な

ど
も
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

野
に
山
に
咲
い
た
四
季
折
々
の

花
、
小
道
の
片
隅
に
咲
く
小
さ
な

一
輪
の
花
、
秋
も
深
く
晩
秋
と
も

な
れ
ば
紅
葉
し
た
美
し
い
葉
な
ど
、

〈押し花〉華粧会
C) ~ 

こちら自由席

おめでとうございます
斐い「
田」こ
市，レれ

長、山か
L 田ら

さも
ん長

千二に 生

三Zt
去をす

塁る元
さ 甲さ

山田さん100歳

三
つ
の
墓
は
、今
も
変
わ
ら
ず
町
外
れ
の
旧

街
道
沿
い
に
静
か
に
建

っ
て

い
ま
す
。

(
松
原

2
丁
目
)

松原宿と相撲

松
原
の
町
は
、
江
戸
時
代
に
は
長
崎
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
今
で
も
、
旧

館
埠
沿
い
に
家
々
が
並
び
、
当
時
の
面
影

を
残
し
て
い
ま
す
。
通
り
に
は
、
宿
場
の

茶
屋
の
跡
や
鍛
冶
屋
な
ど
が
あ
り
、
市
内

で
も
街
道
の
様
子
を
残
す
貴
重
な
町
並
み

nu 

唱

g
A

そ
れ
ぞ
れ
を
押
し
花
に
し
て
思
い

の
ま
ま
に
夢
の
よ
う
な
作
品
を
、

皆
さ
ん
と
楽
し
く
語
り
つ
つ
作
っ

て
い
ま
す
。

で
き
た
作
品
は
、
新
築
祝
い
・

結
婚
祝
い

・
入
学
祝
い
な
ど
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
た
い
へ
ん
喜
ば

れ
ま
す
。ま
た
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

年
賀
状
と
し
て
送
る
の
も
楽
し
い

も
の
で
す
。

押
1
花
に
血
縁
ず
の
夫
は
ち
ょ
っ

と
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

先
生
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
や
さ

し
く
指
導
さ
れ
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

定
例
日

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
、

午
前
日
時
j
正
午

場

所

市
コ
ミ
セ
ン

連
絡
先

浜
本
(
宮
@
0
2
8
8
)

4 (J 

山田ケサさん (明治27年10月19日生まれ)が100
歳を迎えられ、甲斐田市長は向日、入所先の慈恵荘

(東大村~H ) を訪れ、祝状などを贈り長寿を祝いました。
山田さんは、 一時足を痛められ、寝たきり状態

になられましたが現在は回復、施設の行事にも積

極的に参加されるなど元気です。

この日は白い帽子とちゃんちゃんこ姿。甲斐田

市長が「就任して最初の仕事がおめでたい役とな

り嬉しい。健康に気をつけて長生きしてください」

と言葉を述べられると、手を合わせて感謝の気持

ちを表されました。

市内での100歳以上の長寿者は、山田さんを含め

4人となりましたD

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

町
並
み
を
抜
け
て
い
く
と
、
海
岸
沿
い
の

墓
地
の
中
に
大
き
な
自
然
石
の
墓
石
が
建
っ

て
い
ま
す
。
墓
碑
に
は
、

「荒
鷲
山
」

「秀
の

日
な
ど
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
相
撲
取
り
の

墓
で

J
γ
τ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
「
寛
文
」
「
明

和」

「慶
磨
」
な
ど
の
年
号
も
見
ら
れ
、
江

戸
時
代
前
半
か
ら
幕
末
ご
ろ
ま
で
の
も
の
で

す
。
大
き
さ
と
い
い
、
自
然
の
ま
ま
石
を
立

て
た
形
と
い
い
、
ま
わ
り
の
墓
と
比
べ
て
際

立
っ
て
い
ま
す
。

松
原
は
、
昔
か
ら
相
撲
が
盛
ん
宇
工
地
で
、

今
で
も
、
松
原
く
ん
ち
に
は
奉
納
相
撲
が
行

わ
れ
て
お
り
、
各
地
か
ら
力
士
が
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
相
撲
甚
句
踊
な
ど
相
撲
に

関
わ
る
民
俗
芸
能
な
ど
も
残
さ
れ
て
お
り
、

松
原
と
相
撲
の
関
係
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

噌

E
よ

4
E
i
 



ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G接
種

該
当
す
る
乳
幼
児
生
後
3
か
月
j
4
歳

未
満
で
、
今
ま
で
に
1
回
も
受
け
て
な
い

η
U市
刈
日
ぃ

d
3
1
2
l
/
 

料

金

無

料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

-
熱
の
あ
る
乳
幼
児
・
重
い
急
性
疾
患
に

か
か
っ
て
い
る
乳
幼
児
・
ま
ん
延
性
の
皮

膚
疾
患
の
乳
幼
児
・
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ

ン
剤
を
使
用
し
て
い
る
乳
幼
児
・
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
が
水
ほ
う
、
壊
死
な
ど
の
非

常
に
強
い
反
応
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
乳

ツベルクリン検査・BCG予防接種目程

実施場所 ツ一反検査 BCG接種

市 役 所 12月 6日 12月8日

菅大j頼村出張 所 ω (木)

西 コミセン
12月 7日 12月9日

鈴田出張所

二浦 出張所
(水) (金)

竹松出張所 12月13日 12月15日
福重出張所 u<) (木)

中地区公民館 12月14日 12月16日
松原出張所 (水) 住)

時間はいずれも午後 2時から 3時まで

幼
児
・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接

種
後
4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種

混
合
な
ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し
て

い
な
い
乳
幼
児

※
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
乳
幼
児
は
、

意
見
書
ま
た
は
診
断
書
(
書
類
上
)
な
ど

の
主
治
医
の
許
可
が
必
要
で
す
。

お
願
い
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

B
C
G
は
結
核
を
予
防
す
る
た
め
の
大

切
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
結
核
は
結
核
菌
が

肺
に
入
っ
て
起
き
る
病
気
で
、
初
期
症
状

は
か
ぜ
と
似
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
今
だ
に
結
核
は
、

1
年
間
に

約
5
万
人
が
発
病
し
3
、
0
0
0
人
が
死

亡
し
て
い
る
と
い
う
ま
だ
ま
だ
油
断
の
な

ら
な
い
病
気
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時
に
結

核
に
感
染
す
る
と
結
核
性
髄
膜
炎
な
ど
の

重
い
病
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
、
陰

性
の
場
合
に
は
結
核
に
対
す
る
抵
抗
力
が

弱
い
の
で
、

B
C
Gを
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
改
正
に
よ
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
接
種
中
止
し
ま
す

予
防
接
種
法
が
改
正
に
な
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
定
期
の
予
防
接

種
か
ら
削
除
さ
れ
、
任
意
の
予
防
接
種
と

な
り
ま
し
た
。

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
で
行
つ

て
い
た
集
団
接
種
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
予
防
係
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

H
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
H

年
間
を
通
じ
て
無
料
で
、
生
後
3
か
月

よ
り
個
別
接
種
が
で
き
ま
す
。

個
別
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
接
種
目
な
ど
を
指
定
医
院
に
ご

予
約
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
の
時
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

トライン」が

開設されました

「予防接種ホッ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関
寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、

田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児

科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
牧
山
医
院

日本検疫衛生協会内

干231

円
ノ
U

「さくら荘」 且

年忘れ演芸大会

予防接種に関する正しい知識の普及と

予防接種の適正な情報を提供するために

「予防接種ホットライン」が開設されまし

た。どうぞご利用ください。

電話番号 o 4 5 -6 7 1 -1 858 

相談日時毎週月~金曜日、午前 9時30分

から正午、午後 1時から 4時

横浜市中区山下町 2番地

産業貿易センターピル 3F

財団法人

日時 12月14日(刻、午前10時

場所福祉センター 2階集会室
皆さんのご来場をお待ちしています O

t 



平成 6年12月号広報おおむら

原
爆
被
爆
者
二
世
の
皆
さ
ん

無
料
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

対
象
者
①
両
親
ま
た
は
、
そ
の
ど
ち
ら

か
が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
こ
と
。

②
昭
和
幻
年
6
月
4
日
(
広
島
被
爆
の
場

合
、
昭
和
幻
年
6
月
1
日
)
以
降
に
出
生

し
た
人
。

申
込
方
法
受
診
申
込
書
(
保
健
所
と
市

福
祉
課
に
備
え
付
け
)
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
へ
申
し

ご
存
じ
で
す
か
?

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
ロ
月
1
日
制
j
1
月
白
日

ω

受
診
方
法
申
し
込
み
の
と
き
、
「
受
診

票
」
と

一
緒
に
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関

の
「
一
覧
表
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
県
原
爆
被
爆
者
対
策
課
、

大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
庶
務
係

障
害
者
歯
科
協
力
医
制
度

障
害
者
歯
協
力
医
に
よ
る
歯
科
相
談
・

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「痛
い
」
「
か
め
な
い
」
な
ど

ρ

歯。

や

H

は
ぐ
き
u

で
困
っ
て
い
る
人
、
今
ま

で
歯
科
医
院
へ
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
人
、

ま
た
は
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
が
な
い

人
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者
歯
科
医
院
に
通
院
可
能
な
県
下

の
障
害
者
(
児
)
(
た
だ
し
、
現
在
歯
科
治

療
中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。)

診
療
内
容
歯
科
相
談
・
治
療

※
治
療
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
険
証
・
原
爆
手
帳
・
老
人
手
帳
お
よ

び
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
は
、

初
診
日
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
受
診
希
望
者
は
、
直
接
長
崎

県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
セ
ン
タ
ー
は
受

診
希
望
内
容
に
適
し
た
協
力
医
員
と
連
絡

を
取
り
、
折
り
返
し
協
力
歯
科
医
院
を
紹

介
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
(
長
崎
県

歯
科
医
師
会
内
2
0
9
5
8⑬
5
3
1
1
)

12月1日-25日歳末たすけあい運動

(1 

世界エイズデー

全露払12月 1日

3人3ムボ昌司fズ毛主

亘して過請しましまう

募金は、生活困窮者や長期入院患者へ

の見舞金などに利用されます。

皆さんのご協力をお願いします。

お願い 募金は、社会福祉協議会または

各出張所へ。

12月9日住)までにお届けください。

u月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
で
す

制
骨
髄
移
植
推
進
財
団
で
は
、
骨
髄
移

植
対
策
と
し
て
骨
髄
パ
ン
ク
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

白
血
病
な
ど
の
な
か
な
か
治
り
に
く
い

血
液
疾
患
で
苦
し
ん
で
い
る
方
々
に
と
っ

て
「
骨
髄
移
植
」
は
、
健
康
を
取
り
戻
す

8マーク登録屈なら安心です
=理容庖・美容庖・クリー二ング庖のシンボルマーク=

急
鰍

有
効
な
治
療
法
で
す
。

1
人
で
も
多
く
の
骨
髄
提
供
希
望
者
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
県
保
健
予
防
課
ま
た
は
、

大
村
保
健
所
・
市
健
康
増
進
課

Sマーク登録庖は、消費者の要望から生まれた制度で、厚生大臣認可

の標準営業約款に従って営業している、安心と信頼のしるしです。

お庖を選ぶなら、 Sマ クにご注目ください。

Sマークは、次の 3つの頭文字をとったものです。

Standard 正確な技術…きめ細やかな対応など、お客様に提供す

(標準) るサービスの種別・内容を明確に表示し、その実施を

お約束します。

美しく清潔に…厳しい管理基準に従い営業施設の維持

・管理を行い、お客様に衛生面で気持ちのよい細やか

な配慮、を怠たりません。

まかせて安心。万一事故が発生した場合には、お客様

に事故賠償基準に基づき損害賠償を行います。

Sanitation 
(衛生)

Safety 
(安全)

この制度についてのお尋ねは、長崎県環境衛生営業指導センター
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市
役
所
の
仕
事
案
内

H
M
M
月
mu
日
側
j
1
月
3
日

ωま
で
通
常
業
務
は
休
み
で
す

H

@
ご
み
収
集(

燃
え
る
ご
み
)

※
年
末
は
、
ロ
月
初
日
幽
ま
で
次

の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

・
ロ
月
mu
日
同
月
・
木
曜
日
が

収
集
日
に
な
っ
て
い
る
区
域

・
ロ
月
初
日
幽
火
・
金
曜
日
が

収
集
日
に
な
っ
て
い
る
区
域

-
水
・
土
曜
日
の
区
域
は
、
ロ
月

刊ω
日
が
最
終
日
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ロ
月
お
日
同
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

※
年
始
は
、

1
月
4
日
捌
か
ら
平

常
通
り
収
集
を
行
い
ま
す
。

※
休
日
中
に
、
ご
み
で
お
困
り
の

家
庭
は
、
直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー

ま
で
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

年
末
に
は
集
中
し
て
ご
み
が
排

出
さ
れ
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
各
家
庭
・
事
業
所
な
ど
、
掃

除
は
早
め
に
計
画
的
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

@
し
尿
く
み
取
り

-
ロ
月
初
日
幽
ま
で
は
く
み
取
り

を
行
い
ま
す
口

※
ロ
月
お
日
側
、
お
日
間
も
く
み

取
り
を
行
い
ま
す
口

※
年
始
は
、

1
月
5
日
同
か
ら
平

常
ど
お
り
く
み
取
り
を
行
い
ま
す
。

@
水
道
部

休
み
中
も
午
後
4
時
初
分
ま
で

料
金
徴
収
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま

す。@
図
書
館
・
史
料
館

ロ
月
刊
ω
日
同
j
1
月
4
日
制
ま

で
休
館
し
ま
す
。

※
ロ
月
お
日
間
の
館
内
整
理
日
は

開
館
し
ま
す
。

@
市
税
の
収
納
事
務

お
よ
び
納
税
相
談

市
税
(
市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
な
ど
)
の
休
日
納
税
相
談
お

よ
び
収
納
事
務
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
ロ
月
日
目
印
刷
、
午
前
9

時
j
午
後
5
時

※
こ
の
日
は
、
県
税
の
納
税
相
談

も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

場
所
税
務
課
窓
口

@
出
生
・
死
亡
届
な
ど

出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
、
戸

籍
の
届
け
出
は
、
休
み
中
も
宿
日

直
で
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
や
転
出
、
諸
証

明
の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

@
市
立
病
院

急
患
は
い
つ
で
も
、
当
直
の
医

師
(
内
科
系
・
外
科
系
)
が
診
療

し
ま
す
。

小
児
科
は
、
ロ
月
初
日
働
と

1

月
2
日
開
の
午
前
中
診
療
し
ま
す
口

中学校ヘ楽器を寄贈

各中学校に楽器目録を手渡される橋口

剛志会長(左(10/28・パークベルズ)

大村ライオンスクラブ

(橋口剛志会長、80人)はク

ラブ創立30周年を記念して、

玖島中、大村中、郡中の 3
校ヘテインパ二ーやトロン

ボーンなどの楽器を寄贈さ

れました。 楽器の総額は

380万円。

ありがとうございました。
社会福祉基金に

多額の浄財を寄付

図
書
整
備
費
に

多
額
の
浄
財
寄
付

主
霊
童
F

I
l
l』

森
教
育
長
に
図
書
整
備
費
と
し

て
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
る

富
永
秀
男
さ
ん
回

(
日
/
日
・
市
役
所
)

富永秀男さん (武部町)は

10月18日市役所を訪れ、市立

図書館の図書整備費として、

50万円を寄付されました。

市立図書館では、富永さん

の寄贈で富永文庫を開設して

おり、なお一層、図書の充実

が図られます。

ありがとうございました。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

ホ
i
ム
へ
ん
パ
l
号
を
寄
贈

大
藤
満
雄
さ
ん
回
か
ら
首

藤
会
長
ヘ
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l

号
の
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

(
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

甲
斐
田
市
長
岡
ヘ
福
祉
基
金

を
寄
付
す
る
田
中
茂
さ
ん

(
日
/
お
・
市
役
所
)

大藤満雄さん(久原 2丁目)は、亡母タケ

さんの香典返しとして、ホームヘルパ一号を

社会福祉協議会ヘ寄贈されました。

ありがとうございました。
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田中茂さん(桜馬場 2丁目)からこのほ

ど、亡妻-利子さんの香典返しとして、福

祉基金へ 100万円寄付されました。

ありがとうございました。



大
村
湾
を
守
る
た
め
に

今、

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す

H
平
成
7
年
度
生
活
排
水
対
策
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
H

大
村
湾
の
汚
れ
の
原
因
は
い
っ
た
い
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

D

工
場
や
事
業
所
の
排
水
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
実
は
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
流
さ
れ

る
生
活
排
水
が
大
き
な
原
因
(
全
体
の
約

6
割
)
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
口

個
々
の
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
汚
水
は
わ

ず
か
で
も
、
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
た
い
へ

ん
な
量
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
生
活
排
水
対
策
推
進

員
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
に
よ
り
、
生
活

排
水
対
策
を
全
市
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

「
私
も
ぜ
ひ
力
に
な
り
た
い
グ
」
と
い

う
人
は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平成 6年12月号広報おおむら

な
お
別
人
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

推
進
員
の
主
な
活
動
内
容

①
資
材
な
ど
を
使
っ
た
台
所
対
策
の
実
践

お
よ
び
知
人
な
ど
へ
の
普
及
活
動

②
生
活
排
水
対
策
学
習
会
な
ど
へ
の
参
加

の
呼
び
掛
け

③
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

の
参
加
の
呼
び

掛
け

④
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
配

布
⑤
河
川
な
ど
で
の
水
生
生
物
に
よ
る
水
質

調
査
な
ど
水
質
保
全
に
関
す
る
活
動

申
込
期
限

ロ
月
日
日
附

大丈夫ですか?

戒整一一一

=12月28日--31日=

歳末 特 別

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
環

境
保
全
課
環
境
保
全
係
(
玖
島
1
丁
目
お

番
地
宮
@
4
1
1
1
内
線
1
4
4
)
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

水のよごれの原因を考える

大村湾の水質汚濁の原因

平成 2年度

最
終
回
は
、
堆
肥
の
基
本
的
な
事
を

勉
強
し
ま
す
。

-
堆
肥
と
は
何
で
し
ょ
う
?

雑
明
(
コ
ン
ポ
ス
ト
)
と
は
、
有
機

物
残
溢
(
台
所
ゴ
ミ
な
ど
)
と
土
と
を

混
合
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
十
分
な

空
気
を
入
れ
て
、
微
生
物
の
分
解
を
活

発
に
す
る
た
め
水
分
調
整
や
切
り
返
し

を
し
た
後
、
堆
積
・
発
酵
し
て
で
き
た

も
の
で
腐
植
に
富
ん
で
い
ま
す
口

植
物
は
腐
植
の
多
い
土
が
大
好
き
で

す
。
そ
し
て
、
腐
植
の
も
と
は
堆
肥
が

適
し
て
い
ま
す
。

-
堆
肥
や
土
の
中
は
微
生
物
の
す
み
か

で
す
。

植
物
に
適
し
た
土
に
は
微
生
物
が
た

く
さ
ん
住
ん
で
お
り
、
有
機
物
(
台
所

ゴ
ミ
な
ど
)
を
分
解
し
て
植
物
の
栄
養

源
に
な
る
も
の
を
日
夜
作
り
出
し
ま
す

0

・
堆
肥
作
り
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策

①
う
じ
、
ハ
エ
が
発
生
し
た
と
き
は

ま
ず
、
ハ
エ
が
こ
な
い
よ
う
に
容
器

の
蓋
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

容
器
に
入
れ
る
前
に
ハ
エ
が
卵
を
生
み

つ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
材
料

を
放
置
せ
ず
、
こ
ま
め
に
容
器
に
入
れ

ま
し
ょ
う
。
殺
虫
剤
は
使
い
す
ぎ
る
と

堆
肥
の
中
に
殺
虫
剤
の
成
分
が
蓄
積
し

生
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

内
最
蔵
総
開
閉
》

‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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ま
す
の
で
、
殺
虫
・
肥
料
効
果
の
あ
る

消
石
灰
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

②
容
器
内
に
悪
臭
が
す
る
と
き
は

乾
燥
し
た
土
や
草
木
ま
た
は
、
紙
屑

を
燃
や
し
た
灰
を
入
れ
た
水
分
の
調
整

を
し
、
容
器
の
水
は
け
を
一
度
点
検
し

ま
し
ょ
、
っ
。

③
冬
に
な
っ
て
、
容
器
の
中
の
ゴ
ミ
が

減
ら
な
い
。

発
酵
は
日
度
以
下
で
は
遅
く
な
り
ま

す
の
で
容
器
を
保
温
(
毛
布
・
段
ボ
ー

ル
)
す
る
か
、
発
酵
促
進
剤
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

④
勇
定
屑
が
な
か
な
か
分
解
し
な
い
。

台
所
ゴ
ミ
と
違
つ
て
な
か
な
か
分
解

し
な
い
の
で
、
細
か
く
切
っ
て
入
れ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
次
の
堆
肥
の
「
種
」

と
し
て
も
う

一
度
使
い
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
と
空

き
缶
圧
縮
機
「
く
う
か
ん
鳥
」

の
無
料

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
課

市消防団では、火災発生防止と

人命損傷事故の未然防止を図るた

め、夜間警戒巡視などを行い特別

警戒を実施します。

期間中「消防の時間」を午後 8

時と定め、火の元点検の励行を呼

びかけるため 1分間サイレンを鳴

らします。

もう 一度、火の元を点検しましょ

っO

消防演習召集サイレン…12月28

日(水)、午前 8時

ご
み
は
「
決
め
ら
れ
た
日
」

に
「
決
め
ら
れ
た
場
所
」

ヘ
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



新
年
名
刺
交
換
会

平
成
7
年
名
刺
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
平
成
7
年
1
月
4
日
側
、

午
後
5
時
初
分
j

会

場

パ

1
ク
ベ
ル
ズ
(
旧
大
村

玉
姫
殿
)

会
費

1
人
2
、0
0
0
円

申
込
先
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま

で
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

ロ
月
5
日
開

ヲアミミリ司クリスマ認@コぜい
歌って、踊って、ゲームをして、サン

タと一緒に楽しいクリスマスの夕べを楽

しみませんか。ク リスマスプレゼントも

お楽しみに.ゲ

家
屋
の
取
り
壊
し

届
け
出
は
早
目
に
/

平
成
6
年
中
に
家
屋
の
全
部
を

取
り
壊
し
、
ま
た
は
、

一
部
取
り

壊
し
た
も
の
に
は
、
平
成
7
年
度

の
固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん。
た
だ
し
、

「
1
月
1
日
現
在
」

で
取
り
壊
し
の
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
日
に
税
務
課
固
定

資
産
税
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
局
に
手
続
き
済
み

の
も
の
は
除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課
固
定
資
産

税
係

時日

-16 -

選倍申告は

へ 月 る 人、住取f得をf三療の医

~I皐ゆ巴ノ

申告所得税に係る特別減税の取扱い

区分 対 象 者 等 取 扱 し五

年末調整を受ける人
年末調整の際に年調給与特別減税額の控除を受け

るため、給与 1か所で他に所得がない場合、確定 |

;%'c口〉

申告の必要はない。

確
従たる給与等や給与・ 確定申告により、特別減税額と主たる給与等から

退職所得以外の所得 控除された年調給与特別減税額との差額の控除を

がある人 受ける O

与

主たる給与が1，500確定申告により特別減税額の控除を受ける O

万円超の人 (注)1~ 6月分の給与については夏期給与特別減税

r疋よ三~ 
所

額の還付を受けている O

日額表丙欄適用者 確定申告により特別減税額の控除を受ける。

中途退職者 確定申告により特別減税額の控除を受ける O

↑4守日 (出1 平成 6年 6月 1日に在職していた人は夏

申
期給与特別減税額の還付を受けている。

2 退職前および退職後給与を合わせて、年

末調整の際に年調給与特別減税額の控除を

者 受ける場合がある O

退職所得がある人 退職所得を含めて確定申告をすることにより特別

減税額の控除を受ける O

止仁とヨ
「平成 6年分公的年 1月から 6月までおよび 7月から 12月までの聞に

金等の受給者の扶養 支払われた公的年金等に係る源泉徴収税額の20%
親族等申請書」を提 相当額(100万円が限度)が、それぞれの期間内の

出している人 最終の支払月に還付されるが、最終的には確定申

告により特別減税額を精算する O

等 上記以外の人 確定申告により特別減税額の控除を受ける。

事業所得者等 確定申告により、年税額の20%相当額 (200万円が

限度)の特別減税額を控除する。(申告義務の判定

は、配当控除額を超えるかにより行う。)
ノ

400円(大人、子

ネ見耳恵覚ライブラリー

親子映画会
(入場無料)

12月 17 日 (封、午後6時30分~8時

(受付は午後6時)

市コミセン

プレゼント代

ども共通)

申込方法 前もって入場券をお求めくだ

さい。(中地区公民館・市コミ

センにあります)

定員先着350人
主催市レクリエーション協会

問い合わせ 中地区公民館 (ft@1376) 

場 所

参加費

10:00--11 :00 

14:00--15:00 

(アニメ 10分)

(アニメ 12分)

(アニメ 19分)

-鶴の恩返し

・貧乏神と福の神

.しあわせの王子

12月10日
出

10:00-11 :00 

-みにくいあひるの子

.かもとりごんべえ

・フランダースの犬

(アニメ 12分)

(アニメ 11分)

(アニメ 35分)

中地区公民館

視聴覚ライブラリー

(市コミセン内包@3161)

問い合わせ



電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

ロ
月
日
日
側
、
午
後
1
時

初
分

場
所

市
役
所
第
3
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の

印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若

干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

銃
砲
万
剣
類

登
録
審
査
会

平成 6年12月号

日
時

ロ
月
ロ
日
開
、
午
後
1
時

j
3時

場
所

セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
(
長
崎

市
筑
後
町
)

持
参
す
る
も
の

当
該
銃
砲
万
剣

類
、
万
剣
類
発
見
届
出
済
証
、
申

請
者
本
人
の
印
鑑
(
認
印
可
)

登
録
手
数
料

・
登
録
証
交
付
手
数
料

1
件

5
、2
0
0円

・
登
録
証
再
交
付
手
数
料

ー
件

2
、
7
0
0
円

広報おおむら

問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
文
化
謀

(
宮

0
9
5
8
@
1
1
1
1
)

・
大
村
警
察
署
お
よ
び
派
出
所

.
市
文
化
課

町
新
春
長
崎
県

カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
発
表
大
会

日
時

1
月
比
日
出
、
午
後
6
時

j
9
時

場
所

市
民
会
館

入
場
料

前
売
券
1
、
0
0
0
円

(
当
日
1
、
5
0
0
円
)

問
い
合
わ
せ

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア

歌
謡
連
盟
お
お
む
ら
支
部
(
宮
@

2
7
4
4
山
道
)

※
益
金
は
、
普
賢
岳
災
害
救
済
特

別
立
法
設
定
運
動
資
金
へ
寄
付

さ
れ
ま
す
。

長
崎
歯
科
技
術
専
門

学
校
一
般
公
開
講
座

日
時

ロ
月
8
日
嗣
、
午
後
2
時

j
3時

場
所

長
崎
歯
科
技
術
専
門
学
校

3
階
教
室

演
題

「
私
た
ち
の
参
加
で
き
る

国
際
協
力
」

講
師

国
際
協
力
事
業
団
青
年
海

外
協
力
隊
事
務
局
長
高
橋
昭
氏

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

長
崎
歯
科
技
術
専

門
学
校
(
宮
@
7
0
7
4
赤
島
)

申決ーなかさら〈公風舗鈴掛持刻闘盛@ご案内

ft54-3161 

教
F主晶『 名 内 容 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

身近にある材料が豪華なお正 12月16日(金)
月料理に大変身グお正月は手 昼の部 午後1時30分~4時

お正月料理の作り方
作りお節料理でおもてなし。 各コースともに

柳原 淳(材料費:900円) 12月17日比) 女性30人
⑨昼か夜のどちらかをお選び 夜の部 午後6時~ 8時30分
ください。

小倉百人一首
小倉百人一首の並べ方、取 り 12月24日仕)
方、遊び方を楽しく学びます。 26日(月)、27日りO、28日(水) 小学1年~中学

子どもかるた教室 (資料代:100円)1月4日(水〉 3年生 30人 野口弘満

(1月4日は新春かるた大会) 午後2時~4時

幸町25 -3 3 中央公民館

4 

ft53-1376 

教
皐F晶『

名 内 容 期 日 対象・定員 講師(敬称略)

クリスマス おりがみで、クリスマスかざり
親子または等をつくり ます。(材料費300円)12月10日伯

子どもおりがみ 午後1時~ 3時 小学生以上 折り鶴会

新年のあいさつを、心を込め

手作り版画 た手作りの多色刷り年賀状で 12月12日(月)、13日ω、

年賀状教室
出してみませんか。 15日(木)、16日(金) 成人 20人 成瀬 勝
(材料費実費) 午後7時~9時 4回

クリスマスケーキのスポンジ

クリスマスケーキ& の上手な焼き方から飾りつけ、 12月19日(月)、20日伏)

クッキング教室
クリスマス料理などを学習し 2日間 成人 30人 贋中恵子
ます。 (材料費1，700円)午後6時30分~9時

身近な材料を使って、豪華な

お正月料理の おせち料理の作り方を学習し
12月22日(木)

作り方
ます。 (材料費900円)

午前9時30分~ 12時
成人 30人 柳原 i享

松並 1丁目 24 6 -5 なかちく公民館

12月 7日(水)必着
往復ハガキに、住所・氏名 ・性別 ・学校・電話 ・希望する教室を一つ書いてそれぞれの公民館へ申し
込んでください。二つ以上の教室を希望する人は、希望する教室ごとに往復はがきを出してください。

受講料 無料(教材費は実費)
申し込み・問い合わせ 各公民館へ

申込期限
申込方法

ヴ

1
1
i
 



県
立
農
業

大
学
校
学
生

-
養
成
部

学
科
野
菜
、
花
き
、
果
樹
、
畜

産資
格

高
等
学
校
卒
業
者
(
卒
業

見
込
み
含
む
)
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上

出
願
期
間
ロ
月
ロ
日
開
j
1
月

日
日
幽

(
2
期
募
集
は
2
月
か
ら
)

・
研
究
部

jみんなあつまれ 山~い〈ん心一切

二両手fv ".'~" 
おはなしひろば

令官炎

専
攻
園
芸
、
畜
産

資
格
農
業
大
学
校
卒
業
者
(
卒

業
見
込
み
含
む
)
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上

出
願
期
間
ロ
月
1
日
嗣
j
ロ
日

目問
い
合
わ
せ
県
立
農
業
経
営
大

学
校
(
宮

@
1
0
1
6
)

※
平
成
7
年
4
月
1
日
か
ら
校
名

が
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
と
な

り
ま
す
。

県
立
農
業
大
学
校

付
属
千
綿
女
子
高
等

学
園
生
徒

資
格
中
学
校
卒
業
者
お
よ
び
卒

業
見
込
み
の
人

出
願
期
間

2
月
6
日
∞
j
げ
日

幽問
い
合
わ
せ

日時 12月18日(日)、午後 2碍'"'-'3時

場所市立図書館

内容影絵-ストーリーテリンク、など

※入場は無料です。ご自由にご参加くだ

さい。

問い合わせ 市立図書館 (包⑫24 5 7) 
県
立
農
業
経
営
大

挙5挙

学
校
付
属
千
綿
女
子
高
等
学
園

(
宮

@
0
2
3
0
)

※
平
成
7
年
4
月
1
日
か
ら
校
名

が
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
付
属

干
綿
女
子
高
等
学
園
と
な
り
ま

す
口

国
立
口
之
津
海
員

学
校
本
科
生
徒

受

験

資

格

中

学
校
卒
業
以
上

(
平
成
7
年
3
月
卒
業
予
定
者
を

含
む
)

修
業
年
限

3
年
(
高
卒
同
等
資

格
付
与
)

募
集
人
員
本
科
約
犯
人

入
学
試
験
日
平
成
7
年
2
月
四

円
口
口
υ

試
験
科
目
国
語
、
数
学
、
英
語

願
書
受
付
期
間
平
成
7
年
1
月

山
日
ω
j
2
月
刊
日
倒

問
い
合
わ
せ
口
之
津
海
員
学
校

(
南
高
来
郡
口
之
津
町
丁

5
7
8

2
2
0
9
5
7
@
2
1
5
1
)
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

長
崎
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
毎
月
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン

研
修
を
は
じ
め
、
専
門
的
技
術
講

習
ま
で
、
様
々
な
分
野
の
能
力
開

発
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
(
諌
早

市
小
船
越
町
宮

@
2
3
2
3
)

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

女
性
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
就

業
条
件
の
向
上
を
目
的
と
し
た
技

術
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

種男IJ 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 4 3DK 12.000~ 17.000 

1 l:重 久原第二 3 3DK 21 .1 00~23.800 

原口AP 1 3DK 27， 200 

東諏訪 1 3DK 15， 900 

池田第一 2 2K 2， 8 0 0 
2種

旭 1 2K 6， 80 0 

松並第一 1 3DK 23， 500 

市営住宅入居者

※池田第一住宅は単身向きです。

申込期限 12月12日開)

抽 選日 12月初日(刈、午前10時30分~

入居日 1月 1日(日)

申し込み・問い合わせ

科
目
ワ
ー
プ
ロ

4
級
(
日
商
検

定
4
級
受
験
)

定

員

初

人

期

間

平

成

7
年
1
月
6
日
幽
j

2
月
げ
日
樹
、
白
日
間
(
毎
月
第

2
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
)
、

時
間
午
前
日
時
j
午
後

1
時

(
2
月
の
火
・
木
・
土
曜
は
午
後

l
時
加
分
ま
で
)

場
所
国
際
情
報
科
学
専
門
学
校

諌
早
高

資
格
・
受
講
後
、
再
就
職
を
希

望
す
る
女
性
(
初
心
者
)
な
ど

-
全
日
程
出
席
可
能
な
人

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
は
自
己
負
担
)

受
付
期
間
ロ
月
1
日
制
か
ら
定

員
に
達
す
る
ま
で
受
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
女
性
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー

(
8
0
9
5
8
⑬

9
0
3
0
)
 

申込期間 12月 13 日 (刈~ 15 日 (柑

※申込用紙の配布は12月 6日(刈から

入居者の決定 応募者が募集戸数より多い

場合は、公開抽選により決定します。

入居時期等 入居予定者として当選された

人の事情などを考慮し、公社から住宅紹介

した後、 12月下旬ごろから順次入居できま

建築課住宅係

県営住宅入居者

ー B平

Qj完守
年 v 孟
の産
自J¥ 玉:1

FP 丙
参 箆
別 蔵
官海

口
6

4
1
4
 

対
象
者
来
春
小
学
5
・
6
年
生

お
よ
び
中
学
校
の
男
女

期

間

平

成

7
年
3
月
訂
日
働
j

4
月
6
日
側
、

6
泊
7
日

内
容
沖
縄
に
て
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

体
験
や
各
地
見
学
、
新
さ
く
ら
丸

に
て
大
阪
港
へ
体
験
航
海
(
船
内

研
修
多
彩
)

募
集
人
員
数
人
(
全
国
よ
り
4

5
0
人
が
参
加
)

費
用

7
5
、
0
0
0
円
+
発
着

地
ま
で
の
交
通
費
(
発
着
地
ま
で

は
当
ク
ラ
ブ
で
引
率
)

申
込
期
限
ロ
月
刊
日
目

問
い
合
わ
せ
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ

(
大
村
ボ
l
ト
場
内
宮

@
6
1
9

4
)
 

す。

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大

村事務所 (ft@6 8 2 5県営パスターミナ

ル2階)



平成 6年12月号広報おおむら

第
叫
固

お
に
ぎ
り

コ
ン
ク
ー
ル

第
比
回
「
お
に
ぎ
り
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
茄
く
だ

さ
い
。

日
時
ロ
月
日
日
間
、
午
前
9
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

募
集
チ
ー
ム

O
小
学
生
の
部
1
チ
l
ム
5
人

O
中
学
生
の
部
1
チ
l
ム
5
人

ご
寄
付

。
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
1
チ
l
ム

親
子
で
2
人

※
参
加
申
込
書
は
各
地
区
出
張
所
、

子
ど
も
会
育
成
会
長
の
所
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課

初
心
者
の
た
め
の
ギ

タ
l
3
か
月
講
座

名
曲
を
教
材
に
楽
し
く
レ
ッ
ス

ン
/

3
か
月
で
「
禁
じ
ら
れ
た

遊
び
」
が
弾
け
ま
す
。

日
時
ロ
月
日
日
回
、
午
後
2
時

j
4時

(
2
回
目
以
降
は
毎
週
金

曜
日
、
午
後
7
時
j
8
時
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

会
費

2
、5
0
0
円

(
1
か
月
)

講

師

山

下

亨

先

生

問
い
合
わ
せ
大
村
ギ
タ
I
合
奏

団
(
宮

@
0
3
2
8高
階
)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

@
香
典
返
し

文
化
基
金
へ

V
田
中
俊
己
(
植
松
3
丁
目
)
5

万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
大
浦
茂
(
重
井
田
町
)
5
万
円

(
敬
称
略
)

竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
村
上
清
美
(
鬼
橋
町
)
叩
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
寺
井
勇
(
小
川
内
町
)
5
万
円

V
吉
川
正
義
(
陰
平
町
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
山
口
晃
(
荒
平
町
)
印
万
円

V
立
石
唯
雄
(
沖
田
町
)
叩
万
円

V
平
山
一
成
(
古
賀
島
町

)
3
万
円

や
す
ら
ぎ
会
(
裏
壬

ae

A
一品目貝

忙
し
い
毎
日
の
な
か
で
、
四
季

折
々
の
茶
花
や
お
菓
子
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ほ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ

んか・・・
0

定
例
日
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日

午
前
日
時
j
正
午

場
所
中
地
区
公
民
館
・
和
室

会

費

月

額

1
、5
0
0
円

講
師
田
野
静
子
先
生

連
絡
先
徳
永
(
宮
@
7
0
7
8
)

@
一
般
寄
付

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ

V
秋
季
国
体
郷
土
出
身
出
場
者
H

2
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
藤
田
強
ご
夫
妻
(
小
路
口
町
)

叩
万
円

郡
中
学
校
へ

V
側
親
和
銀
行
日
楽
器
切
万
円
相

当V
竹
松
本
町
老
人
会
H

ぞ
う
き
ん

清
和
国
へ

V
島
信
行
(
古
町
2
丁
目
)
屋
外

o 

第
日
ロ

市
民
親
善
卓
球
大
会

期
日
ロ
月
四
日
制

場
所
市
民
体
育
館

時

間

午

前

9
時
初
分
試
合
開
始

種
目
・
シ
ン
グ
ル
ス
中
学
男
・

女
(
学
年
別
)
、
一
般
男
子

A

(
高
校
合
む
)
・

一
般
男
子

B
、

一
般
女
子
A
(
高
校
含
む
)
・

一

般
女
子
B

-
ダ
ブ
ル
ス
男
・
女

参
加
資
格
市
内
に
在
住
・
高
・

在
学
中
の
人

用
ベ
ン
チ
4
脚
叩
万
円
相
当

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
、
水
辰
夫
)
リ
理
容
奉
仕

V
大
村
工
業
高
校
H
清
掃
奉
仕
ほ

A
M
 

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

大
村
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ

V
中
尾
繁
利
(
寿
古
町
)
5
千
円

V
上
野
一
男
(
野
田
町
)
5
万
円

慈
恵
荘
へ

V
寺
井
勇
(
小
川
内
町
)
印
万
円

V
吉
川
正
義
{
陰
平
町
)
5
万
円

V
永
測
屋
リ
ま
ん
じ
ゅ
う

1 申 申
1市 し 込
1卓込期
内 球 み 限
線協
1会問 12
2 ・ぃ月
6 中合 7
)嶋わ日

(せ (水)
宮

@ 
4 

第
叩
山
口

県
下
冬
季
卓
球
大
会

期

日

平

成

7
年
1
月
8
日
間

場
所
市
民
体
育
館

時

間

午

前

9
時
叩
分
試
合
開
始

種
目
・
シ
ン
グ
ル
ス
中
学
男
・

女
、
一
般
男
・
女
、
壮
年
男
・
女

ベ
テ
ラ
ン
男
・
女
、
オ
ー
ル
ド
ベ

一
ア
一
フ
ン

V
九
州
電
力
大
村
営
業
所
H
樹
木

な
ど

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
手
芸
教

室
指
導

V
楠
啓
三
(
西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕

V
松
永
シ
ズ
エ
ほ
か
1
名
(
松
並

1
丁
目
)
生
花
指
導

泉
の
里
へ

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
上
小
路
老
人
会
悠
々
会
日
紙
オ

ム
ツ

・
タ
オ
ル

V
高
松
喜
(
赤
佐
古
町
)
い
も

V
琴
の
海
会
リ
慰
問
・

1
万
円

(
※
高
校
は
一
般
に
含
む
)

参
加
資
格
県
内
に
在
住
・
存
萄
・

在
学
中
の
人

申
込
期
限
ロ
月
初
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
卓
球
協
会
・
中
嶋
(
宮

@
4

1
1
1
内
線
1
2
6
)

第
問
回

大
村
市
少
年
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
成
績

日
月
お
日
、
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
た
「
少
年
小
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」。

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
男
子
の
部
:
・
①
上
鈴
田
②
朝
風

③
三
浦
・
女
子
の
部
・
:
①
上
鈴

田
②
三
浦
③
若
鮎

V
奏
月
流
大
正
琴
さ
っ
き
教
室
H

慰
問
・

3
千
円

V
永
測
屋
日
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
川
田
老
人
会
H
奉
仕

V
鈴
木

・
好
田
・
和
田
・
井
手
・

天
見
・
中
尾
理
容
院
H
理
容
奉
仕

V
大
村
高
校
H
慰
問

V
立
正
佼
成
会
H
供
養

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
平
山
忠
之
(
広
島
市
)
マ
ジ
ッ

ク
慰
問

V
小
川
国
治
(
大
里
町
)
フ

l
セ

ンV
橋
本
研
二
(
武
部
町
)
タ
オ
ル

ハ吋
U

1
i
 



レ:1の1盟
吃
月
は
、

固
定
資
産
税
(
4
期
〉
と
国
民
健
康
保
険
税
(
6
期
)
の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

妊婦教室(5) 中地区公民館 9 :30~ 13:00 3歳児健康診査大村保健所

2日 ⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁
15日

③9 :15 ~9:45 、 13 :00~13:30 

(劃 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 ⑪平成3年6月生まれ(2年12月 ~3年5月生まれで、

⑮40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (桐 まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票

4日 当番医 定期巡回献血市役所 9:30~12:00 

(日)
(内-小)長崎医院 寿古町宮O8615 1歳 6か月児健康診査 (お母さんの歯科健診
(耳)わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 色@J2003

16日 も行います) 市コミセン ②12:45~ 13:10 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ (劃
⑪⑮…9日幽と同じ

市コミセン 9:30~11:00 ⑧9:00~9:30 成人の健康相談 福祉センター 13:0ト 15:00
5日 @母子健康手帳、ズボン ⑪⑪…2日幽と同じ

(月) 一般健康相談市役所 13:00~16:00 17住日) 耳とことばの相談 福祉センター 13:00~15:00 
⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

当番医18日
6("。B 乳幼児健康相談 松原出張所⑤13:30~15:00 (日)

(内・肩)フジイ青腸科クリニック 東 本 町宮@8686
(外・内)牧山医院 宮小路2丁目 ft@7831 

7日 妊婦教室(1) 市コミセン 13:00~ 16:00 
19日 乳幼児健康相談 竹松出張所

句。 ⑮母子健康手帳 ②9 :30~ 1 1: 00 、 13 ・ 30~15:00

8日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 (月) ⑪離乳食教室 10:30~ 15:00 

(柄 ⑪ちぎり絵 幼児教室(お口の健康と食生活)市コミセン

1歳 6か月児健康診査 (お母さんの歯科健
20日 ②9:30~9 ・ 45 @平成4年6月 ~7月生まれ

診も行います) 市コミセン ⑤12:45~ 13:10 (味。 ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ ップ

9日 ⑪平成5年5月生まれ(4年12月 ~5年4月生まれで、 乳幼児健康相談 萱瀬出張所②9:30~11:00

(金) まだ受けていない人も受診してください) 218 妊婦教室(3) 市コミセン 13:00 ~ 16:00 
⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ(親子 倒。 ⑮母子健康手帳
とも)

228 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 

11日 当番医 (柄 ⑪忘年会

(日)
(内・小)寺井医院 玖島1丁目宮@J3574

23日 当番医
(耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町宮O0648 (内)岡内科医院東 三城町 宮@3000

ことぼの教室市コミセン 13:30~ 16:00 
(金・祝)

(外 -内)原医院宮小路1丁目 ft@8427 

12日
(初めての人は、健康増進課まで電話で申 25日 当番医

し込んでください) (内・小)中村医院 東本町 合@2733

(月) ⑮母子健康手帳、⑪ことばの発達などが
(日) (眼) みね眼科 東本町 合⑪3011

気になる幼児 26日 ことぼの教室市コミセン 13:30~ 16:00 

乳幼児健康相談市コミセン
(月) ⑮⑮…12日(月)と同じ

13日 ③9:30~ 11:00 、 13:30~15:00 
27日 妊婦教室(4) 市コミセン 13:00 ~ 16:00 

(~。 ⑪離乳食教室 10:30~ 15:00 
(~。 ⑮母子健康手帳

略号の説明 ⑪…対象 ③…党け付け ⑮…内容

14日 妊婦教室(2) 市コミセン 13:00~ 16:00 ⑮…持ってくるもの

倍。 ⑮母子健康手帳 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

印
刷
所
/
九
州
凸
版
制

編
集
/
秘
書
広
報
課

( 

f¥ 

仁、

内

正

戸

o

n

O

守
/

Q
U
1
J
7
'
¥
j
n
u

、，J
7
'
1
j

n

6

n

u

n

o

n

u

d

 

「

o

n

h

u

n

u

U

4

1

一

-

E

q

J

n

d

n

u

n

o

-A

，
2

-

1

，
1

，
+
 

E
U川

nHU

守

'
'
n
H
U
F
h
d
'
-
、

日

i

+

+

+

(

「
↓
」
守

I
f
¥

門

d
〆l
、
凋
斗

/
l
、
円

4

月
計

ABEE-

口人

人口の動き

男

女

。市民相談コーナー(秘書広報課ですべて無料で行っています O

V お気軽にご相談くださいコ
12 
日 人権相談(特設) ( 1 日・木 10:00~15:00)
め 行 政 相 談 (8日・木 9: 30~ 12 : 00) 
定 法律相談 (21 日・水 10 ・ OO~15 : 00) 
{列 (申し込みが10人になり次第締め切ります)
相
訪 不動産相談 (22 日・木 13:00~16:00)
旨 年金相談 (26 日・月 10:00~15:00)

交通事故相談 (27 日・火 10:00~16:00)

※受け付けは午前 8時30分から行っています。

世帯数

)は前月比

nu 

円

L

12月の大村ボート (3 日 ~6 日、 10 日 ~14 日・日本MB選手会会長杯、

18 日 ~23 日・賞金王決定戦場外発売、29 日 ~ 1 月 4 日-新春特選レース)
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